
会議例定会議例定

小
中
学
校

　
　
　

理
科
振
興
備
品
を

　
　購
入

　２
０
６
２
万
円

契
約
認
定

住
民
投
票
条
例
の

　
　
　

        

期
限
変
更
を
否
決

庁
舎
建
設
場
所
の
住
民
投
票
条
例
の
改
正

補正予算や条例の改正などについて慎重に審議しました。ここでは主なものを紹介します。

条例改正

補正予算

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

　

 

関
連
に
討
論
続
出
！

条例
改正

公
民
館
整
備
事
業 

修
正
案
を
可
決

補正
予算

 

総
額
１
億
２
９
９
７
万
円

太
陽
光
発
電
な
ど
に

保育所再整備
６６０万円
西浜・畝保育所を幸保育所に統合することに伴い、一時的な定員不足を解消するためにつくも保育所を改修します。

ごみステーション設置費補助
５０万円
からす対策のために、地区で金属製などのごみステーションを設置する場合に補助を出すことにしました。

海田市駅

船越踏切
新町踏切

大正通第１踏切
中店第１踏切

アンダーパス

　庁
舎
移
転
の
必
要

性
が
明
確
に
な
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、決

断
し
な
い
こ
と
は
、町

の
活
性
化
の
停
滞
に

つ
な
が
る
。

【
住
吉 

秀
公 

議
員
】

反
対
討
論

　自
治
体
や
企
業
の

対
策
が
遅
れ
て
い
る

状
況
に
お
い
て
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
通
知
を

始
め
る
こ
と
は
、個
人

情
報
を
危
機
に
さ
ら

す
こ
と
に
な
る
。国
民

の
支
持
や
理
解
が
広

が
ら
な
い
制
度
を
急

ぐ
必
要
は
な
く
、中
止

す
る
べ
き
で
あ
る
。

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

を
こ
の
ま
ま
広
げ
る
と
、

国
に
よ
る
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
の

恐
れ
や
情
報
漏
え
い
の

リ
ス
ク
が
生
じ
る
。町
民

の
財
産
を
守
り
、個
人
情

報
の
漏
え
い
を
許
し
て

は
な
ら
な
い
立
場
か
ら

反
対
す
る
。

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
導

入
は
、国
が
全
国
民
の

監
視
を
強
め
、所
得
や

資
産
を
把
握
し
、医
療

や
介
護
の
負
担
を
引
き

上
げ
る
こ
と
が
狙
い
で

あ
る
。個
人
情
報
の
流

出
や
な
り
す
ま
し
に
よ

る
悪
用
に
つ
い
て
の
防

止
策
も
絶
対
と
は
言
え

な
い
た
め
、反
対
す
る
。

9 月定例議会を9月7日から9日まで開きました。

　住
民
投
票
は
、
住

民
に
十
分
な
情
報
を

提
示
で
き
る
だ
け
の

詳
細
な
事
業
内
容
が

判
明
し
た
後
に
行
う

方
が
有
効
で
あ
る
。

【
兼
山 
益
大 

議
員
】

賛
成
討
論

　
昨
年
の
12
月
定
例
会
に
お
い

て
、
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
に

延
長
し
た
「
庁
舎
建
設
場
所
に
つ

い
て
町
民
の
意
思
を
問
う
住
民
投

票
」
の
期
限
に
つ
い
て
、
議
会
側

で
な
く
、
町
長
の
判
断
で
期
日
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
変
更

す
る
条
例
改
正
案
が
執
行
部
か
ら

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
議
員
か
ら
は

「
住
民
投
票
を
早
く
行
う
べ
き
だ
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
７
、
反
対
８
で
否
決

し
ま
し
た
。

　
本
議
会
で
は
、
平

成
28
年
１
月
か
ら
運

用
が
開
始
さ
れ
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

関
す
る
議
案
へ
の
討

論
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。

（
討
論
を
行
っ
た
議
員

名
は
、
５
ペ
ー
ジ
の

議
案
の
賛
否
に
掲
載
）

　
各
小
中
学
校
の
理
科

教
育
の
た
め
の
備
品
を

購
入
す
る
契
約
を
結
ぶ

こ
と
に
つ
い
て
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
広
島
県
か
ら
海
田
市
駅
の
立
体
交
差
事

業
案
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
凍
結
し

て
い
た
広
島
県
へ
の
事
業
費
負
担
金
を
再

開
し
ま
す
。

高架事業でどこへ行くのか？

海田市駅のみ高架

どうなるのか　公民館

　住
民
投
票
を
や
る

気
の
な
い
改
正
、無
期

限
延
長
と
も
取
れ
る

改
正
は
意
味
が
な
く
、

反
対
で
あ
る
。

【
前
田 

勝
男 

議
員
】

反
対
討
論

今
後
も
積
極
的

に
備
品
を
購
入

す
る
考
え
は
。

Q
必
要
な
も
の
は

検
討
す
る
。

A

討論

　執
行
部
の
説
明
は
二
転
三
転

し
て
お
り
、
議
員
の
理
解
が
進

ん
で
い
な
い
。「
織
田
幹
雄
記

念
館
」
と
銘
打
ち
な
が
ら
、
展

示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
だ
け
の

現
在
の
計
画
は
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
。

【
下
岡 

憲
国 

議
員
】

修
正
案
賛
成

　海
田
公
民
館
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
議
員
に
対
す
る
説

明
が
不
足
し
て
い
る
。
十
分

な
協
議
を
行
っ
て
議
員
と
町

民
の
理
解
を
得
る
べ
き
で
あ

る
。

【
崎
本 

広
美 

議
員
】

修
正
案
賛
成

手
数
料
条
例

介
護
保
険
条
例

個
人
情
報
保
護
条
例

税
条
例

連
続
立
体
交
差

　
　
　

 

事
業
負
担
金

            

５
６
０
万
円

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
太
陽
光
発
電
設
備
を

整
備
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
屋
上
防
水
の
改

修
も
行
い
ま
す
。

　
海
田
公
民
館
の
建
て
替

え
計
画
に
お
け
る
基
本
構

想
で
床
面
積
が
増
え
た
こ

と
に
よ
り
、
当
初
予
算
が

不
足
し
た
た
め
、
基
本
設

計
の
費
用
２
４
０
万
円
の

増
額
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
か
ら
「
駐
車
場
な

ど
の
問
題
が
残
っ
て
お
り
、

よ
り
詳
細
な
説
明
が
必
要

で
あ
る
」
と
の
提
案
が
あ

り
、
当
面
補
正
を
見
送
る

修
正
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
修
正
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電
設
備
設
置

         

５
０
０
０
万
円

　
西
浜
・
畝
保
育
所
を
幸
保
育
所
に
統
合

す
る
こ
と
に
伴
い
、
一
時
的
な
定
員
不
足

を
解
消
す
る
た
め
に
つ
く
も
保
育
所
改
修

の
設
計
を
し
ま
す
。

保
育
所
再
整
備

            

６
６
０
万
円

　
か
ら
す
対
策
の
た
め
に
、
地
区
で
金
属

製
な
ど
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す

る
場
合
に
補
助
を
出
す
こ
と
に
し
ま
し

た
。 ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン   

   

設
置
費
補
助

      

５
０
万
円

一
般
会
計

新しくしました

反
対

反
対

反
対

かいた議会だより第102号　平成27年9月24日 かいた議会だより第102号　平成27年9月24日3 2



会議例定会議例定

乳
幼
児
等
医
療
費

　

助
成
制
度
の
拡
充
を

求
め
る
決
議

発 議

広
島
市
東
部
地
区

　
　

連
続
立
体
交
差
事
業
の

見
直
し
の
方
向
性
に

つ
い
て
の
意
見
書

発 議

発 議
　「安
全
保
障
関
連 

　
　

法
案
」の
慎
重
審
議
を

求
め
る
意
見
書

発 議
海
田
公
民
館
整
備

　
　
　

基
本
構
想
特
別
委
員
会 

設
置
に
関
す
る
決
議
の

一
部
を
変
更

発 議
海
田
町
議
会
会
議

　
　
　

規
則
の
一
部
を
改
正

　大
正
矢
野
線
の
拡
幅
と
、
一
部
の

踏
切
部
分
に
つ
い
て
、
は
し
ご
車
な

ど
が
安
全
に
通
行
で
き
る
高
さ
を
求

め
る
本
意
見
書
に
賛
成
す
る
。

【
岡
田 

良
訓 

議
員
】

賛
成
討
論

大正矢野線予定地

　
乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
、

制
度
の
拡
充
を
進
め
る
全
国
の
他
の
自
治

体
と
比
較
す
る
と
、本
町
は
後
れ
を
と
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
通
院
に
対
す
る
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成

制
度
の
対
象
年
齢
を
中
学
校
卒
業
ま
で
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
、制
度
の
拡
充
を
図

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

内

　容

討

　論

反
対
討
論

　こ
の
時
期
に
、
県
や
J
R
に
対
し

意
見
書
を
出
せ
ば
事
業
の
計
画
が
遅

れ
る
。
一
日
も
早
い
完
成
を
後
押
し

す
る
た
め
に
も
反
対
す
る
。

【
兼
山 

益
大 

議
員
】

　国
会
で
の
審
議
は
、
途
中
の
過
程

が
省
か
れ
て
お
り
、
本
質
が
見
え
て

い
な
い
。
よ
っ
て
、
仕
切
り
直
し
を

求
め
る
。

　
　
　
　
【
住
吉 

秀
公 

議
員
】

賛
成
討
論

討

　論

　安
保
関
連
法
案
は
、
戦
争
を
遂
行

す
る
た
め
の
「
戦
争
法
」
と
言
わ
ざ

る
を
え
な
い
。
軍
事
力
の
行
使
に
よ
っ

て
平
和
を
つ
く
り
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
。

【
佐
中 

十
九
昭 

議
員
】

全
会
一
致
で
可
決

　
呉
線
沿
い
に
新
た
に
で
き
る
大
正
矢
野

線
の
幅
員
を
約
８
ｍ
程
度
に
拡
幅
す
る
よ

う
検
討
す
る
こ
と
。ま
た
、新
町
踏
切
ま
た

は
海
田
市
駅
東
側
の
二
つ
の
踏
切
の
い
ず

れ
か
に
つ
い
て
は
、消
防
自
動
車
の
は
し

ご
車
が
安
心
し
て
往
来
で
き
る
高
さ
を
確

保
す
る
よ
う
検
討
す

る
こ
と
。

　
事
業
を
１
日
も
早

く
完
成
さ
せ
る
た

め
、山
陽
本
線
を
更

に
３
０
０
ｍ
延
伸
す

る
こ
と
を
求
め
る
議

会
の
要
望
は
撤
回
す

る
。

内

　容

賛
成
少
数
で
否
決

中学校卒業までに

　
国
民
の
疑
問
や
不
安
を
真
摯
に
受
け
止

め
、一
方
的
に
採
決
を
行
わ
ず
、国
会
で
の

審
議
を
慎
重
か
つ
丁
寧
に
進
め
る
よ
う
求

め
る
。

内

　容

賛
成
少
数
で
否
決

　
海
田
公
民
館
の
整
備
に
つ
い
て
、基
本
構
想

だ
け
で
な
く
、完
成
ま
で
の
間
に
お
け
る
整
備

全
般
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
た
め
、特
別
委
員

会
の
名
称
を「
海
田
公
民
館
整
備
特
別
委
員
会
」

に
変
更
す
る
と
と
も
に
、調
査
事
項
を
変
更
し

ま
し
た
。

内

　容

全
会
一
致
で
可
決

　
議
員
が
議
会
を
欠
席
す
る
際
の
届
出
に
つ
い

て
、出
産
す
る
場
合
の
規
定
を
追
加
し
ま
し
た
。

内

　容

全
会
一
致
で
可
決

賛
成
討
論

久留島元生議長は、採決に加わりません。

審議した議案と各議員の賛否 （平成27年）

全会一致で可決した議案

○は賛成、×は反対を表しています。

議員名

議案名

大
髙
下
光
信

大
江
康
子

兼
山
益
大

下
岡
憲
国

住
吉
秀
公

宗
像
啓
之

桑
原
公
治

岡
田
良
訓

西
田
祐
三

多
田
雄
一

宮
坂
二
郎

西
山
勝
子

崎
本
広
美

前
田
勝
男

佐
中
十
九
昭

審
議
結
果

討
　
　
　

論

掲
載
ペ
ー
ジ

９
月
定
例
議
会

庁舎建設場所について町民の意思を
問う住民投票条例の改正 ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ ○ ○ × × × 否決

反対：前田議員
賛成：兼山議員
反対：住吉議員

2

手数料条例の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決 反対：岡田議員 2

個人情報保護条例の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決 反対：佐中議員 2

税条例等の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決 反対：佐中議員 2

介護保険条例の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決 反対：岡田議員 2

平成27年度一般会計補正予算（第3
号）に対する修正案 × × × ○ ○ − × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 可決 賛成：下岡議員

賛成：崎本議員 3

「安全保障関連法案」の慎重審議を求
める意見書案 × × × ○ ○ ○ × ○ × × × × × ○ ○ 否決 賛成：佐中議員

賛成：住吉議員 4

広島市東部地区連続立体交差事業の
見直しの方向性についての意見書案 × × × ○ ○ × × ○ ○ × × × ○ ○ ○ 否決 反対：兼山議員

賛成：岡田議員 4

議　案　名 ページ

９
月
定
例
議
会

平成27年度介護保険特別会計補正予算（第２号） −

乳幼児等医療費助成制度の拡充を求める決議案 4

海田公民館整備基本構想特別委員会設置に関す
る決議案の変更 5

議会会議規則の改正 5

議　案　名 ページ

９
月
定
例
議
会

山林監守人の選任の同意について −

工事請負契約の締結について（海田市駅南口土地区
画整理事業　中店窪町線整備工事） −

財産の取得について 2

平成27年度一般会計補正予算（第３号）
（修正部分を除く原案） 3

平成27年度国民健康保険特別会計補正予算
（第１号） −
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